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概要
• Expert GUIの目的について

• Expert GUIの完成にどのようなライブラリ・技術が必要か。（ＤＢ、ＲＰＣなど）

•現在のExpertGUIの開発状況、今後の予定について。



グラフィック・ユーザー・インターフェース（GUI）

ユーザー
（PCや機械に命令を送りたい人）

PC・機械

コマンド・文字だけでコンピュータ・機械に、ユーザーがやりたいことを命令する

マウスやクリックを用いて、コンピュータに命令する

double click!



INTTのGUI

ユーザー

FEM IB FEM

INTT-DAQシステム

現在のテストベンチGUI



INTTのGUI

ユーザー

FEM IB FEM

INTT-DAQシステム

Felix

数百本のラダーと数台のROCを、Felixを通じて
コントロールするGUIは、まだ無い。

→我々が開発する必要がある。

？



本研究の目的

• マウスのクリックなどといった直感的な操作で

sPHENIXで使用される数多くのラダー・チップ・チャンネルとROCを、Felixを通じて

コントロールできるGUIアプリケーション、Expert GUIを開発する。

シフトクルー

INTT Experts（来年度の皆様）

GUI

現在のラダーやROCの状態をわかりやすくGUIに表示する必要もある。



ExpertGUIに必要な技術

Expert
GUI

Felix

データベース(DB)

DAC値などのパラメタ更新

現在のパラメタをGUIに表示

1. ボタンや入力欄などの設置して、
GUIのフロントエンドをデザインする必要がある。

2. DAC値やチャンネルマスク
などのパラメタを保存する
データベースをつくる必要がある

3. ExpertGUIがあるPCとFelixボードは
物理的に離れているため、遠隔で
操作する方法を確立する必要がある。

Felixに命令

応答(Read Backなど)
をGUIに表示



Python3 tkinter
• Python3のGUI開発ツールキットであるTkinterを活用する。



データベース（ PostgreSQL ）
•大切なデータを効率的、集中的かつ保守的に管理する仕組みを
データベースと呼ぶ。

• sPHENIXではデータベースを管理するシステムとしてPostgreSQLを使うように
指定されている。

• PostgreSQL ではデータをテーブルにまとめ、その集合体として管理する。

保存

名前 年齢 学年

今井 23 M2

藤木 23 B4

加藤 21 B4

宍倉 8 小2

名前 担当仕事

今井 PHENIX解析、ExpertGUI開発、DAC Scan、4年生の世話

藤木 ROCのデバッグ

加藤 マイクロ同軸の放射線耐性評価

宍倉 FakeHit 問題



どのようなデータベースをつくるべきか
• どのようなデータベースをつくるべきか → どのようなテーマのテーブルをつくるかべきか

1. DAC値やLVDSカレントなどのFPHXチップのパラメタを
テーマにするテーブル

2. チャンネルのマスクの状態をテーマにするテーブル

3. ラダーとROCの接続関係をテーマにするテーブル
(ラダーがどこのROCに、どのポートに繋がっているか)

4. ROCとFelixボードの接続関係をテーマにするテーブル
(ROCがどのFelixに繋がっているか)

ladder 
position

direction chip DAC0 DAC1 LVDS

B0L000 North chip1 15 30 3

B1L116 North chip26 20 30 255

ladder 
position

direction chip mask status

B0L000 North chip1 111111111111

B1L116 North chip26 001111111110

ladder 
position

direction roc 
position

roc
name

column port

B0L000 North RC_01N ROC19 A 2

B1L116 North RC_06N ROC21 B 1

Roc Felix

RC_01N Felix1

RC_02N Felix1



データベースのデザイン
• それぞれのテーブルで現在の情報と過去の情報を分けて保存することにした。

ladder position direction chip DAC0 DAC1 LVDS start 
time

B0L000 North chip1 15 30 4 2023/1/23/
9:00

B1L116 North chip26 20 30 255 2023/1/20/
14:00

ladder position direction chip DAC0 DAC1 LVDS start 
time

B0L000 North chip1 15 30 3 2023/1/20/
14:00

present_fphx_parameters

history_fphx_parameters

もちろん、これら２つのテーブルをごちゃまぜにしても構わない。
しかし、ExpertGUIは現在のDAC値などを表示するので、相性が良い気がする。



RPCについて

• ExpertGUIから、物理的に離れているPCにあるintt.pyの関数を実行する必要がある。 → 別のPC
にある関数を遠隔で実行する必要がある。

• そこで、リモート・プロシージャ・コール（RPC）と呼ばれる技術を使うことで、この課題を開発する。
(sPHENIXから指定は無い)

Expert
GUI

PC

intt.py
Expert
GUI

PC

intt.py

Felix

Felix

PC(EBDC)

現在のBNLでのセットアップ sPHENIXでのセットアップ



RPC (gRPC) を使う準備
• 今回はgRPCと呼ばれるGoogleが開発したオープンソースのRPCフレームワークを使う。

gRPC公式ページ

helloworld.proto(protoファイル)
1 protoファイルと呼ばれるファイルを作り、
通信のインターフェースを定義する。

2 protoファイルをコンパイルして、2つの
ファイルを生成する。 （絶対に編集しない）

compile!

helloworld_pb2_grpc.py helloworld_grpc.py

grpc_server.py grpc_client.py

3 serverサイドとclientサイドで動かす２つの
プログラムを自分で用意し、2で生成したファイルを
importすることで、実行したい内容を実装する。

import

1. 実行したい関数を定義する。
2. サーバーを立てる。

サーバーサイドに保存

1.実際に遠隔で関数を実行する。
クライアントサイドに保存

https://grpc.io/


ｇRPCのテスト＠理研

テストベンチのPC （サーバーサイド） 自分のPC （クライアントサイド）

1. gRPCサーバーを起動する。
このテストでは、サーバーサイドにあるデータを fitting
してfittingパラメタを返す関数を登録

2. クライアント側のプログラムを実行して、
RPCサーバーに登録されている関数を実行
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 / ndf 2c  31.87 / 26

Prob   0.1975

p0        4.836± 631.4 

3. クライアント側から要求が来ると
サーバー側で計算処理。 4. サーバーからの計算結果をクライアントに

送信して、表示
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3. クライアント側から要求が来ると
サーバー側で計算処理。 4. サーバーからの計算結果をクライアントに
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現在の開発状況（ INTT・ROC・Felixパネル ）

Felixボード
１つのFelixに２つのROCが接続される。

色を変える
ことも可能



現在の開発状況（ ラダー・チップ・ROC・Felixメニュー）



現在の開発状況（ データベース ）
•全ラダー分のデータを１つ１つ登録するのは、現実的では無いのでPostgreSQL
のデータベースをつくるPythonスクリプトを書いた。

• BNLテストベンチに開発者向けのユーザーinttdevがある。
inttdevユーザーがPostgreSQLを使えるように設定を完了した。



現在の開発状況（ gRPC ）

Expert
GUI

PC

intt.pyFelix

gRPC
server

gRPCサーバーにリクエスト
gRPCサーバーにintt.pyの中にある
cold start 関数を実行することを登録

結果をExpertGUIに表示

cold startの結果をgRPCを用いてGUIに反映されることに成功

cold start 

→ FelixとROCを結ぶファイバー
が正しく繋がっているか確認
（ファイバーラッチ）



今後の予定・やるべきこと
• Tkinter (フロントエンド)

ラダーのポート変更などのハードウェアでの変更が生じたときに
その変更点をデータベースに登録しなければならないが、それを行えるパネル
が存在しない。

• データベース（PostgreSQL）

1. inttdevにPostgreデータベースを作成する。
2.遠隔のDBに接続する方法を調査する。

• ｇRPC

cold start以外にもintt.pyにある関数を登録して使えるようにする。



まとめ
• ｓPHENIXで使われるすべてのラダー（バレル）やROCをコントロールできる、
INTTのExpertが使うGUIアプリケーションを開発中。

• ExpertGUIに必要な基礎的な技術は何かを調査し、それぞれについて学習をし
た。

• intt.pyにある関数の１つ、cold start関数を実装しｇRPCを用いて正しく動作す
ることが確認された。



Back up
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